
（要旨）
子どもにとって日常生活での死別体験は乏しくなってきており死について考える機会

も減ってきていると思われる。一方，小児医療においては侵襲性の高い治療を長期間受
ける必要性や医療的ケアを必要とする子どもは増加傾向であることなどから，子どもが
死を予測し向き合わねばならない期間は長期化している可能性もある。本研究の目的は，
小児医療において自分の死が予測されたり，共に過ごす子どもが亡くなったりした場合
の子どもへのサポートについての指針を明らかにすることである。

選定された文献について調査を行った。患児にとっては死にゆくことを理解し死に対
峙し今できることを行っていくことが重要であること，支援にあたる大人は子どもの死
の概念の発達について理解したうえで，それぞれの子どもが死というものをどのように
認識しているかについて理解し子どもの気持ちを受け止める準備をして対応する必要が
あること，子どもの死の概念においては発達や成育環境などにより相違があるため個別
の判断と対応をするべきであること，きょうだいや友人である子どもの悲嘆のケアにお
いても同様の配慮を必要とすること，子どもへの対応においては多職種で対応すること
がより適切な対応につながること，児童心理を専門とする医療スタッフを含めた多職種
で構成されたチームが病棟の医療スタッフと連携しながら検討することが望ましいこと，
などの具体的な対応について報告されていた。

子どもの死の概念，子どもの悲嘆へのケア，死にゆく子どもへの対応，病院などにお
ける具体的な対応，などの情報を得ることが出来た。今後，死にゆく子どもや，その子
どもに関わる子どもへの対応において，より安心出来るアプローチへの指針となる可能
性がある。
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